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新技術の概要

学習の評価は、学習者の知識の有無を問うだけ
でなく、自らの学びを振り返り、次の学習や行動
レベルにつながる教育が重要である。

本発明は、学習者の性格を考慮して、学習効果
を解析する学習効果解析プログラム、情報処理装
置、学習効果解析方法及び主体的な行動を促す教
育プログラムを提供することである。
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従来技術とその問題点

従来技術は、学習者の心身状態や学習履歴を
記録し、属性、学習時間や場所等の解析処理を
実行し、学習効果を予測している。

一方で既存技術は学習者の性格を考慮してい
ない問題があり、学習習慣の継続性には関与し
ていない。
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新技術の特徴・従来技術との比較

• 学習者の性格特性を踏まえた教育評価システム

• 防災や減災教育における学習者の主体的な行動
を促す教育システムの提供に応用可能

• 様々な教育介入方法を評価することが可能

主体的に行動できるように教育するためには、それぞれ個人
の性格特性を加味した教育が必要であり、性格特性に基づい
た学習効果の解析が求められており、本発明ではその解析が
可能となる。
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小学生を対象とした
VRを用いた防災教育の実施

VRによる被災の疑似体験座学による講義
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VRを用いた防災教育の全体図
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アンケートによる質問項目
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データベースの構築
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解析結果
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解析結果
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解析結果
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解析結果の考察



13

解析結果の考察
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想定される用途
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想定される用途

• 児童や生徒、地域住民を対象とした防災・減災教
育を実施し、事前の備えや命を守る行動につなげ
ることができる。

• 医療専門職や企業内の社員を対象とした危機管理
対応などの現任教育を実施し、危険リスクを回避
する行動につなげることができる。

• また、様々な教育教材の評価に応用することも可
能で、学習者の特徴に応じた個別的な学習支援に
つなげることができる。
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実用化に向けた課題

• 実用化に向けて、データベース内で分析の
精度を自動化できるよう技術を確立する必
要もあり。

• 現在、個人の特徴について「性格」を軸に
識別しているが、様々な教育において適用
できる、普遍的な評価軸を模索している

• 今後、対象者を変更しながら、VRの教育教
材を用いた実験データを取得し、教育評価
の普遍的な条件設定を行っていく。
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企業への期待

• 未解決のデータ分析の自動化については、シ
ステム構築の技術により克服できると考えて
いる。

• VRの技術を持つ、企業との共同研究を希望。
• また、教育教材を開発中の企業、人材育成分
野への展開を考えている企業には、本技術の
導入が有効と思われる。
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企業への貢献、PRポイント

• 本技術は様々な職種における人材育成の際、
個人の特徴に応じた教育が可能なため、効果
的な教育教材を同時開発することで企業に貢
献できると考えている。

• 本技術を活用した防災教育は、全ての人々の
命を守る行動につながり、企業としての社会
的な貢献に寄与できる。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ︓学習効果解析プログラム
• 出願番号 ︓特願2024−051330
• 出願人 ︓福井大学
• 発明者 ︓佐藤大介、清水誉子

酒井彰久、小林渓太
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お問い合わせ先

福井大学 産学官連携本部
コーディネータ 奥野 信男

ＴＥＬ 0776 － 27 － 8956
e-mail office＠hisac.u-fukui.ac.jp
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